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:e 化学式を答えなさ聯。

(|》 塩化ナ ト1リ ウム

(2)ア ンモニア
(3)酸化銀 子t
(4)塩 化水素
(5)塩素 θlク

2。 次の問もヽ:こ答えなさもヽ。
臨ピリような亀学変亀峰ヽ答え舒さ踪ヽさ

マダネシウムと く鶴うそ鍛酸イ臨物をやれぞれ塩核羹入れた。A憑叢ヾ鼈生すほの:ま 通・毒

ら邊ヽ轟号ヾ答えなさ轡。

(鉾  還元と‡ま、ど瘍轟詈なでし学変イ臨鰺`答えなさ鬱`。

《弯》 炭襲造_卜 :∫ ウムをか無したとき:こでき轟⑪丸体、②液体、◎圃体や鶉質仁をそれぞれ書きな

部イl(ら、
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8。 図 !のような装置で、醸イ臨銅と炭を混ばた物質を加熱すると、

液体Xが自くらCばった。議と、力露熱後の物資を水洗も`し、本の進

:電残った物質を調べる実験をした。次の間℃`:こ答え強さしヽ。

《1鰊  ①酸化銅、②酸化鑢と炭を混ぜた物賓、③炭は、単体 0化

合物 0混合物のもヽずれわ`答えなさ賂`。

(||》  液体X;よ何か答えなさい。
《:2》  カロ熱した後、渡体×うヾ逆流するのを防ぐために、力駆熱書と
める前:こ どのような操作をす儀轟萎寺ヾある時ヽ答えなさい。    図 1

(13》  この実1験:ギ :ま、塵露纂するのをやめたも、す (゛誡どンチ菫`ヽソクで
や
プ&鸞奎

にする理由は鍮ぜか、簡素に答えなさぃ。  5。たFtひ・
・さムかブgめ てル、で(1六 ね

充分に無熱した後、試験管Pi亀残った物質を水洗し`し、水の底に残った赤い物質が何であ

るか調べる実験をした。あなたならどのような実験で調べますか。行う実験と、その結果につ

いて簡潔に書きなさい。                    ■Ч O臥

(14)の実験めヽら試験管 Pに残った物質の物質名を答えなさい。
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(1(;》 図 2は、試験管 Pで起こった化学変

化をモデルで表したものである。□を

うめて完成させなさい。ただし、○は

酸素原子を表してい各。
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(17)

式を書詈|lll‐3111学

変化を表す化学反応  図2 (:)0+

(18) この実験で、①還元された物質、②酸化された物質はそれぞれ何か。化学式で答えなさい。
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ことができた。ある物とは何か、次のア～工から選びなさい。

ア 食塩 ウ 水   二 硫黄

(20) 酸化銅は、炭素の代わり:こ水嚢‖2を使っても遠元できる。酸化鋼が水素 :=よ って運鬼され

て鋼になる化学費イ鰹を、イ鏃学腱影式鵡 きなさい。
.′      ′1、    ′ ′′

4。  鉄と硫黄の反応!電つ鶴ヽで、次のような実験を行った[こ れについて後の問いに答えなさい。

1 闘 !のように、鉄 l.4gと 硫黄の粉紳 。8gを乳鉢に入れ、乳棒でよく混ぜた。

| 〇でつくった物質を半分ずつ試験管A、 試験管 Bに入れ、図2のように、試験管 Bだけを

グスバーナーで顔熱したところ、試験管 B:こ :ま黒色の物質ができた。

'I験管A、 試験管 3に磁石を進づけ、磁石に引きつけられるか調べた。
国Sのように、試験管A鍛①の物質と、②でできた黒色の物質を少量ずつそれぞれ別々の

容器C、 9ξこ取り、薄 亀ヽ 醸を加えたとこ機、どちらめヽらも気体が発生した。
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図2          図3

実験の②で上部を赫無し、赤くなったとこ場で力霧熱をやめても反薦が進んだ。その理由を

答ノLなさし、。 そ(/1  象子
ヽ
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実験〇〇で反薦後ζこできた黒色の物質は何か。その物質名を書きなさい。

実験の②で反薦後にできた黒色の物質は、鉄原子と硫黄原子がどのような数の割合で結び
1  ′

つしヽマできているか、最も簡単な整数の臨 《鉄原子 :硫黄原子》で書きなさもヽ。 /ご /

実験③ :こおしヽて、試験管A、 Bに磁石を近づけたとき鍛ようす:ま どのようになるか。最も

適切なものを次から選び、記号を書きなさも`。

ア 試験管Aは磁石鍵|ま とんと゛3‡ きつけられなかったが、試験管 Bは磁石に引きつけられた。
イ 試験管Aは磁石に警:き つけられたが、試験管 Bは磁石にほとんど華lき つ:ナ られなかった。
ウ 試験管A、 Bの どちらもほとんだ磁石に31き つけられなかった。
容器C、 ゆ鰺ヽあ発生した気体名をそれぞれ書きなさい。

試験管Bで起こった化学変化を、化学反熊式で表しなさい。
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5. 図のような方法で、塩化アンモニウムと水酸化パリウムを混ぜたものに水を加えた。ある液Xを しみこ

ませた脱脂綿で乗早くふたをし、気体を発生している時の温度変化を調べる実験を行った。次の問いに答

えなさい。

この実験で、本をカロえた時に発生した気体は何か。物質名を答えなさもヽ。マンモニ
‐了墾き
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(27)で発生したれ体を確認するため :こ、脱脂綿にし姦こませため儀液区;ま何か答えなさ

も｀。

ある液 x‡ま、飲性・申性 。アノ♭力 :』 犠●どれ :こ震薦し、何亀ここ変fなすほの略ヽ答えなさ亀ヽc

この実験翁化な変化鍛前後で、温度 |ま ざ翁よも:こ変化す甕滲ヽ答えなさゝヽ.

この実験のよ幸な湛麗変化をともなう震庭を何≧もヽつか。

磁学費イ臨滲ヾ進む難きま通轟入りする熱警倒と霞ヽつ濠`答えなさも`3
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う 下暴図のよう:C審闇容轟鰊申で成醸水議ナト:リ ウムとうすもヽ壇酸審i轟ぜ含鵜せ、イ嬢学費(機瘍面機鰊質量

書なべた。次の聞もヽまこ答えなさ階ヽ。
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この実験で発生した気体名を答えなさもヽ.           2ξ
:昆ぜ合わせる前の容器全体の質量を巨卜、混ぜ合わせた後の容器全体を

大小関係を式で うになるか。次のア～ウの申から選がなさい。

ア
目

四> ウ

(轟) 混ぜ合わせた後、 開けて議ヽら容器全体の質量を‡まかると、)昆ぜ合わせる前の

象;(3)

《[:選暑}

容器全体の質量と臨べてどうなったか答えなさい。

(36) (35)のよう:=な る理由を簡潔に答えなさい。
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?. 図 !のように、炭酸ナ トリウム水溶液と塩化カルシウム水溶液をビーカーにそれぞれ入れ、

全体の質量をはかり、 2つの水溶液を混ぜ合わせて反応させた後、図 2のように全体の質量を
:ま 滲ヽった。次の問いに答えなさもヽ。

炭酸ナトリウム

水溶液

亀イと農ルシウム

水溶液

図 1

圏 |の 2つの液を混ぜ合わせると生じる_漣1殿↓ま劃宣餐馘重盤婆 供ヽ夕、`
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質〕8) 図 |の全体の質量
1因
:こし極べ、図 2の全体の質量1回はと

゛
うなるか。 と 大小関燻書式で

表すとどのよう:こなる ウの中歩ヽら

"な
さζヽ。

塞̈  次鸞譲ったイし学憂轟糞警重しく書き適しなさもヽ。
(m) 本の電気分解

量 闇 2◎  
一 一 一 一 一 ― 一

) 2H2  +

ウ <

量簸ヾ (38)のようになることを何というあヽ答え戦さ轡。

|◎ 2

ア

イと学変イ臨の前後で、《〔;《軍》

《亀③》

《桑.:》

気`鉢寿ヾ発生す鶴f臨学変化のとをも、(39》 の法晨嘘:ま成り立つな。

菫気幸で、スチ～路中―リン《鉄》を饉仁させろと質量あヾ増えのl婁なぜか書きなさゝヽ.

纂3) マグネシウムのM咤
鐵曹 幸 ①2-一 一 → M g ①2

91島 6~ J

終わったら見直しをしましょう。

主欄を作らず、最後まで諦めずに頑張ろうl

図 2
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(1) NaCi

(2) N H3

(3) A920

(4) HCi
(5) C12

(6) 物質が酸素と結びつく化学変化

(7) A

(3) 物質から酸素を奪う化学変化

(9)

①二酸化炭素

②水

③炭酸ナトリウム

3

(10)

①酸化銅 :化合物

② 酸化鋼 数 を温ぜた物 :混 合 物

③炭 :単体

(‖ ) 石灰水

(12) ゴム管を液体から抜く

(13)
空気中の酸素が試験管に入るのを
防ぐため

(14)

実験 :例  こする、たたく、重電受

結慇 実験に対する結果を書く

〈15) 鋼

(16)

:日∝Ю
(17) 2CuO+C → 2Cu+C02

(:8)

還元 :Cu0

酸化 :C

(:9) イ

(20) CuO+H2→ Cu+H20

Ａ
“『

(2:) 発生した熱で反應がすすむから

(22) 硫化鉄

(23)
，
Ｉ

Ｊ
∫
ノ

(24) イ

(25) C:水索
(26) D:硫化水素
(27) Fe+S →   FeS

下館中学校 第 2学年 理科 :学期期末テスト (解答用紙)
し
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(27) アンモニア

(23)

(29) アルカリ性 で 赤色になる
(30) 温度は下がる

(31) 吸熱反応

(32) 反農熱

(33) 二酸化炭素

(34) イ

(36) 減 る

(36)

容器内の二酸化炭素が空気中に出

て行ったから

6

(37) 炭酸カルシウム

(38) イ

(39) 質量保存の法員」

(40) 成け立つ

(4:) 空気中の酸素と結びついたから。

7
(42) 2H20→ 2H2+02

(43) 2M9+02→ 2M90

技知 思 知・技

生活のなかの化学変化を書いてみよう。
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【搬 り違 り】 2年生て写習 した内容て、
①学んだこと。身に付いたこと  ③疑問・不思静
学びたいこと 等について記入しよう。


